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研究報告 

成人看護学演習における演習補助者との連携教育 

―KH Coder を用いた演習補助者のアンケートの分析から― 

松田麗子、大谷かがり、堀井直子、杉田豊子、荒川尚子、近藤暁子、 
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中部大学生命健康科学部保健看護学科 

Ⅰ．はじめに 

1．臨床と教育の連携・協働の背景  

 1990 年代より看護系大学が急増し、本学のよ

うに実習施設を持たず他施設で実習を行う大学

が増え、この頃から臨地実習施設と実習施設を持

たない看護教育機関との協働の難しさが指摘さ

れるようになった。文部科学省は 2002 年の「看

護学教育のあり方に関する検討会報告書」におい

て、看護学教員の看護実践能力の向上や大学と実

習施設との協力と連携の必要性を述べている 1）。

これ以降、看護教育における臨床と教育のユニフ

ィケーションが注目されるようになった。たとえ

ば、2003 年に神奈川県は「特色ある学校づくり」

をめざし、民間と行政が力を合わせて看護基礎教

育の質の向上を目的としたユニフィケーション

システムを段階的に導入した 2）。 

臨床と教育の連携や協働に関する研究では、教

育機関の教員の看護実践能力の向上とユニフィ

ケーションの連動性について論じている 3)-5）。こ

れらの研究では、看護教員の看護実践能力を向上

させ、その能力を看護教育に生かすことを推し進

めている。 

一方、臨床実習施設と教育機関の連携教育を推

し進めるためには、実務に携わっている臨床看護

師と看護教員が協働して学生を教育していくこ

とも重要となる。榎本 6）は、看護技術演習に臨床

要  旨 

 近年、実習施設と看護教育機関との協働の必要性が求められている。本学科では 2010 年度より学内

演習に臨床現場で働く看護師（以下、演習補助者とする）を導入し、2 年間にわたる学生による学内演習の

評価を分析した。その結果、学内演習に演習補助者を導入した取り組みは成人看護学演習授業の質の確

保につながっている可能性を示唆している。本論文は、演習補助者の視点から成人看護学演習を分析

し、演習における大学と臨床との連携や協働の現状について示唆を得ることを目的とした。対象は、

成人看護学演習に授業の補助者として参加した臨床看護師44名で演習後に自由記載のアンケートをとり、

テキストマイニングソフト KH Coder を用いて分析を行った。その結果、総抽出語数は 7,183 であ

った。アンケートの中で頻回に出現した上位 100 語の頻出語を抽出し、共起ネットワーク図を作成

した結果、5 つに分類することができた。これら 5 つの分類を検討した結果以下のことが導きだされた。

本学科の成人看護学演習では、臨床で使用されている物品を用いて看護実習室を整えており、臨床と近い

環境を設定している。演習補助者はそれを踏まえ、学生に教科書や資料の中で示されている抽象的な方法

について、臨床で使える具体的な方法論を示している。成人看護学演習の教育環境は臨床に近い環境設定

をしているが、ある一定の限界があり、演習補助者の導入により、その限界は緩和できることが示唆され

た。 
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看護師を演習補助者として導入した効果につい

て、演習補助者 14 名の自由記載のアンケートを

研究者自身がコード化しラベリングして分析し

た。榎本によると、演習補助者は演習で看護技術

の手順や工夫点、重要なポイントを学生に教える

上で学生の個性を理解し、その思考やパターンを

つかみ、行動の意味を考えることが重要だと考え

ている。演習補助者はこの一連の過程で得た「こ

つ」を使って学生を指導する。また、結果として

この過程が演習補助者の臨床での看護師として

の思考や行動を振り返ることにつながっている

ことも分かったという。 

しかしながら、臨床看護師が教育機関に出向き、

学生に講義や演習で直接教育に携わることに関

する研究や報告は未だ少なく、連携教育の効果や

課題を明らかにする更なる研究が必要である。 

2．成人看護学領域における演習の概要とその取り

組み 

 2010 年厚生労働省による「今後の看護教員の

あり方に関する検討会報告書」7）では、臨床現場

の看護職員の活用と臨地実習の指導体制につい

て、高度な実践能力を持つ看護職員を活用するこ

との効果を述べている。本報告書によると、学生

の実習の質を向上するためには、学内演習の時か

ら臨床の実習指導者が関わることができるシス

テムや、看護職員を教員として活用するシステム

を作る必要性があるという。 

 2010 年度より学生の看護技術能力の更なる充

実をはかるために、本学科では学内演習に臨床の

看護師を演習補助者として導入している。成人看

護学演習は 3 学年の春学期開講で、その目的は、

臨床現場において汎用性の高い看護技術の習得

にある。具体的には学内の看護実習室にて「創傷処

置」「インスリン自己注射」「輸液療法」「一時吸引」

等の看護技術について、臨床でよく使用する物品を用

いて実践的に学んでいる。この演習補助者は主に本

学科の学生が臨地実習を行っている施設に勤務

する看護師であり、学生の実習指導を担当してい

る。演習補助者の役割は、各演習で 4 から 6 名程

度の学生に、看護技術を指導し助言を行うことで

ある。この学内演習においては、演習補助者の指

導の円滑化を図るために我々は【資料 1】のよう

な取り組みを行っている。 

 我々はこのような取り組みの中で、2010 年度

から 2 年間にわたって、学生を対象とした調査を

行った。具体的には、教員と演習補助者との指導

上の相違について授業評価尺度を用いて学生の

視点から分析した。これらの研究により、学内実

習における教員の指導と演習補助者との指導に

有意差は認められず、学内演習に補助者を導入し

た取り組みは、成人看護学演習授業の質を確保し

ているということが示唆された 8）9）。そこで本研

究では、演習補助者の視点から成人看護学演習を

分析し、演習における大学と臨床との連携や協働

の現状について示唆を得ることを目的とする。 

  

Ⅱ．研究方法 

 調査期間は平成22年4月～平成23年7月である。

対象は、成人看護学演習に授業の補助者として参加し

た臨床看護師 44 名（女性 43 人、男性 1 人）であっ

た。調査は演習終了後に行った。「成人看護学演習に

おける学外授業補助者のみなさまの声をお聞き

し、授業参加に関する実態を調査しております。

答えられる範囲で率直なご意見をお聞かせくだ

さい。」という提示文を用いて自由記載のアンケ

ートを行った。質問内容は、①学生の指導にあた

り気をつけたことや工夫されたことについて、②

実際に演習に参加されて改めてお気づきになっ

たこと、お感じになったこと（発見、要望、提案

など）について、③今後の学生（後輩）指導に活

かせそうなこと、の 3 つである。 

 自由記載アンケートはテキストマイニングソ

フト、KH Coder 注 1）を用いて以下の手順に従っ

て分析した。KH Coder とは、テキストデータを

計量的に分析するために作成・公開したプログラ

ムソフトウェアである 10）。従来の質的データの分

析アプローチは、研究者がコーディング規則を独

自に作成するアプローチと多変量解析による自
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動化によって作成する 2 つのアプローチがある。

KH Coder の特徴は、この 2 つのアプローチを統

合して行うことができる点にある。すなわち、多

変量解析を用いてテキストデータを要約・提示し、

コーディング規則を作成し、探索的に分析するこ

とができる。まず、アンケートによって得られた

テキストデータを、分析に直接関係が無い助詞や

句読点を削除し、意味が共通する単語に置き換え

た。このようなデータクリーニングをした後、ア

ンケートの中で頻回に出現した上位100語を頻出

語とし、このリストを用いて語句と語句の結びつ

きを表示する 2種類の共起ネットワークを作成し

た。 

 

Ⅲ．倫理的配慮 

 演習補助者には、事前に書面と口頭で研究の主

旨を説明し、本人が特定されないこと、調査結果

を研究目的以外には使用しないこと、回答内容い

かんにより今後の対応に影響がないこと、不参加

により個人に不利益は生じないことを説明し、同

意を得た。 

 

Ⅳ．結果 

 対象 44 人の自由記載によるアンケートの分析

結果は【表 1】,【図 1】【図 2】の通りである。総

抽出語数は 7,183 であった。アンケートの中で頻

回に出現した上位 100 語は【表 1】の通りである。 

出現数の多い語句ほど大きい円で描画され、こ

れを共起ネットワーク（中心性）【図 1】にすると、

ネットワークの中でそれぞれの語句がどの程度

中心的な役割を果たしているのかがわかる。すな

わち、水色、薄い水色、ピンクの順にその中心性

が強まっていき、図の中で円の大きい中心的な語

句はアンケートの内容を特徴づける語句を結び付け

るハブの役割を担っている。 

ネットワーク図の中で最も出現数が多かった

語句は「学生」「思う」であり、次いで「指導」「演

習」「感じる」であることがわかる。この共起ネ

ットワーク（中心性）【図 1】の中で最も中心的な

語句は「演習」「感じる」であり、これらの語句

を介して他の語句が結びついている。演習補助者

が「演習」において、何かを「感じる」ので、多

くの演習補助者のアンケートからこの語句が中心的

に使用されていることは、容易に推測できる。 

【図 2】は強く結びついている部分をⅠからⅤ

群に分類したものである（サブグラフ検出）。概

ね以下のⅠからⅤ群にまとめられた。 

1.Ⅰ群「学生」「思う」「演習」「実習」「感じる」

「指導」「良い」「行う」について 

 Ⅰ群は最も頻出した語句が使われている。「思う」

「感じる」は、演習補助者が意見を述べる際に文

末に選んだ語句なので、この語句は分析から除外

した。具体的な回答としては、「演習と臨床で多少

違うところがあり、何処まで指導してよいか悩むこと

もありましたが、基本を覚えてもらうことが大切なの

で意識して伝えました。」「演習内容はかなり臨床に近

くて良かった。」などであった。演習補助者は、成人

看護学演習は臨地実習や臨床現場と近い環境で

あると考えていることを表している。 

2.Ⅱ群「緊張」「少し」「出来る」について 

 Ⅱ群の具体的な回答としては、「学生が楽しそ

うに演習している場面を見て病院での実習がど

れほど緊張しているか分かった。」「一度しか演習

していない事や患者さんの前で緊張してできな

い事もあると理解し、実習で関わろうと感じた。」

「卒業してきた新人看護師もほぼ同じ状態だと

思うので、緊張する手技であることを理解して指

導していきたい。」などであった。これらの回答

から、演習補助者は、学生が演習授業で見せる楽

しそうな表情や演習技術の練習量の少なさを知

り、臨床実習場面でみせる緊張した学生の姿の理

由について知る機会になったと思われる。 

3.Ⅲ群「違う」「伝える」「臨床」について 

 Ⅲ群の具体的な回答としては、「間違っている

ところがあっても気づくかどうか見守るように

し、気づいてないときはどこが違うのかなぜそう

する必要があるのかを伝えるようにしました。」

「基本的な看護技術とともに患者さんへの接し
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方、声がけの仕方などを臨床の場面を想定して伝

えるように心がけました。」などである。これら

の回答から、演習補助者は、看護学演習は基本を

中心に教えるものであると認識していた。 

4.Ⅳ群「必要」「考える」「質問」について 

 Ⅳ群の具体的な回答としては、「学生がどんど

ん質問してきてくれるが、全てをそのまま聞いて

答えるのではなく、今の学生のレベルで答えられ

るように考える様な発問をすることの必要性を

感じた。」「清潔操作については、考えながら行な

うことが必要だと思いました。」などである。演

習補助者は、考えながら看護技術を行なうことの

必要性を述べるとともに、自身の指導方法を振り

返っていた。 

5.Ⅴ群「手技」「多い」について 

 Ⅴ群の具体的な回答としては、「DVD を見て初め

ての手技を行なうのが難しいと言っていた学生

が多かった。」「人数が多いので一人一人の手技を

しっかり見てあげることができなかった。」「基

準・手順に沿った手技や速さを求めているのでは

ないということを教えた。」などであり、演習で

初めて行う技術を指導することの困難さや指導

する学生数の多さについて言及する内容であっ

た。 

 以上、Ⅰ群とⅤ群は演習補助者の視点から捉えた演

習授業があらわされ、Ⅱ群、Ⅲ群、Ⅳ群は初学者に対

する指導方法があらわされていた。 

 

Ⅴ．考察 

 Ⅰ群は成人看護学演習の環境に関する内容であっ

た。本学科の成人看護学演習では模型、シミュレータ

ー、医療物品などを用いて、学生が臨床をイメージし

やすいような環境を整えている。アンケートを要約す

ると、演習補助者はこのような臨床に近い環境を生か

し、学生に臨床の実際を伝えるための工夫をしている。

Ⅰ群より、成人看護学演習では演習補助者との協働に

よって、学生に臨床で活用可能な知識や技術を学習さ

せることが可能であると言える。 

 Ⅱ群は、看護学演習での指導を通じて演習補助者は

実習で指導する学生の学習準備状況が把握できたと

いう内容であった。演習補助者は、演習で指導した学

生達を再度、臨地実習の場で指導することとなる。演

習補助者は学生の緊張した姿を目の当たりにし、臨床

で実習指導をしているときの学生の姿を想起して、今

後臨床で学生を指導する際には、学生は未熟で応用す

ることに不慣れであることを考慮して指導に臨もう

とする姿勢が見える。この点については榎本 6）も同

様の考察を行っている。演習補助者は演習での指導

によって学生の思考の仕方や技術力を知り、この

経験を新人看護師教育へ活かそうと考えている

ことも伺えた。 

 Ⅲ群は演習補助者が看護技術の基本を教えるこ

とに関する内容であった。成人看護学演習では臨

床現場において特に頻回に行う看護技術を学生が

習得することを目的としている。演習補助者には事前

に必要物品、手順、手技の方法などを資料1に基づい

て説明している。またその際、学生の学習準備状況や

看護技術にまだ不慣れであることを伝えている。この

ような取り組みにより演習補助者は演習授業を基本

的な看護技術を学ぶ場であると認識し、学生の手技や

手順を丁寧に指導することに気を配っていることが

わかる。 

Ⅳ群では、手技やその手順を覚えて実践するだけ

でなく、この技術を行う根拠を理解することの重要性

を学生に伝えている。そのことを学生に気づかせるた

めに学生への質問方法を工夫していることがわかる。

また、こういう指導プロセスを通して、演習補助者は

自分の指導方法を見直すことがあるという。このこと

に関してもⅡ群と同様に榎本 6）の主張に通じる結

果となった。 

 Ⅴ群は看護学演習の限界に関する内容であった。成

人看護学演習では、講義室で看護技術の講義を行い、

看護技術の手技に関するDVDを視聴させる。このDVD

は成人看護学領域の教員が作成したものである。この

講義が終わった後、学生は看護実習室で看護技術を練

習する。学生にとって、成人看護学演習で取り組む看

護技術や使用する物品はどれもが目新しく触るのも

初めてであるため、手技や手順だけに意識が集中しが
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ちである。そこで演習補助者が余裕を持って指導で

きるように、各演習で担当学生数を4 から 6 名程度

に調整している。しかし演習補助者は、手順や手

技をこなすのが精いっぱいの学生が多いため、指

導に時間がかかり、学生数が多いと述べている。

臨床の実際を伝え、根拠を理解させるための質問

を工夫しながら指導を行うと 4 から 6 名の学生数

では満足のいく十分な指導ができないという演

習補助者の意見があらわれている。これは、指導

上の限界でもあると考える。 

  

Ⅵ．まとめと課題 

 本研究では、演習補助者の視点から成人看護学

演習について明らかにし、演習における大学と臨

床との連携や協働について示唆を得ることを目

的として、成人看護学演習に補助者として参加した

臨床看護師 44 名のアンケートの自由記載を分析した。

その結果、以下のことが導きだされた。 

本学科の成人看護学演習では学生が汎用性の高い

看護技術を習得することを目的に、臨床でよく使用す

る物品を用いて、臨床に近い環境を設定している。演

習補助者は、このような環境から成人看護学演習では、

臨地実習や臨床現場と比較的近い環境であることを

知った。演習補助者は、臨床で実践できるような看護

技術を学生に教えることが演習補助者の役割である

と認識し、教科書や資料の中で示されている抽象的な

方法について、臨床で使える具体的な方法論を示した。

また、演習補助者は、学生への指導を通じて学生の思

考の仕方や、技術力を知る中で、臨床実習指導や新人

看護師の育成も踏まえて自分の指導方法を見直して

いた。 

本学科の成人看護学演習では、臨床に近い環境の設

定をしてはいるものの、どうしても限界があることは

歪めない。しかし、臨床で行われる技術を踏まえた指

導を行う演習補助者の導入によって、その限界は緩和

することが示唆された。 

本研究ではテキストマイニングソフトKH coderを

用いて、アンケート結果を多変量解析してアンケート

内容を要約・提示した。今後さらにデータを収集する

とともに、コーディング規則を作成し、探索的に分析

することが必要である。  

 KH Coder とはフリーソフトウェアであり次のホ

ームページから入手・ダウンロードすることができる。 

http://koichi.nihon.to/psnl  
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 資料 1．成人看護学演習における演習補助者に対する事前ガイダンスと配慮 

① 演習前のオリエンテーションでは学生のレディネスを説明し、初めて実技を行う初学者であることを伝え

たうえで看護技術手順、演習スケジュール等の説明をしている。 

② 成人看護学領域で作成した技術手順の DVD を演習前に見てもらい指導方法の統一化を図っている。 

③ 演習前に授業の準備された実習室に案内し、指導を実施する環境を確認してもらうことでイメージ化を図

っている。また、実習室では、演習で使用する物品や器材等の最終確認を行っている。 

④ 演習スケジュールは、教員による一斉講義を学生と一緒に受講し、その後、実習室で少人数グループに分

かれて技術指導を行う。 

⑤ 演習補助者がタイムテーブルに沿って指導が行えるよう、必要時に教員がサポートがある。 

⑥ 実習室では教員の近くに配置し、不測の事態に備えていつでも教員がサポートできる体制を整えている。

⑦ 演習開始時に担当の演習補助者を学生全体に紹介している。 

表 1 アンケート内容を特徴づける頻出語（上位 100 語） 

抽出語 出現数  抽出語 出現数  抽出語 出現数 抽出語 出現数  抽出語 出現数

学生 95  清潔 13  行える 8 使う 6  持つ 5 

思う 88  やすい 12  自分 8 初めて 6  実践 5 

指導 40  緊張 12  手順 8 書く 6  手 5 

演習 39  講義 12  場面 8 新人 6  受ける 5 

感じる 39  質問 12  積極 8 針 6  心がける 5 

良い 38  少し 12  大切 8 前回 6  進める 5 

行う 33  多い 12  改めて 7 褒める 6  操作 5 

実習 32  違う 11  基本 7 イメージ 5  内容 5 

説明 30  手技 11  使用 7 スムーズ 5  発問 5 

患者 25  出来る 11  助言 7 学内 5  不十分 5 

良かった 23  聞く 10  難しい 7 感じ 5  シート 4 

実際 21  グループ 9  病棟 7 記録 5  トレーニング 4 

声 21  確認 9  ほしい 6 現場 5  プラン 4 

見る 17  時間 9  もう少し 6 戸惑う 5  安全 4 

考える 15  注意 9  ベッド 6 困る 5  学習 4 

伝える 15  理解 9  意識 6 参加 5  活かす 4 

臨床 15  学ぶ 8  教える 6 仕方 5  慣れる 4 

気 14  気づく 8  言葉 6 子 5  環境 4 

必要 14  技術 8  今 6 試験 5  関わる 4 

看護 13  言う 8  最初 6 事前 5  疑問 4 
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図 1．共起ネットワーク（中心性） 
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図 2．共起ネットワーク（サブグラフ検出） 
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